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付録：第２５回年会プログラム

表紙の絵
（a）は RF（21 MHz），（b）は EC（2.45 GHz）の波で維持されたトカマクプラズマの，アーベル変換された可視光イメージ．EC加熱だけでな
く，RF加熱だけでも，プラズマ電流を駆動し，非誘導立ち上げプラズマを維持することができます．EC維持プラズマと異なり，RF維持
プラズマの形状は，トロイダル磁場が変化してもほとんど変化しません．（Osamu WATANABE et al. , Plasma and Fusion Research Vol.3,
049 (2008) http://www.jspf.or.jp/PFR/）
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